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第
三
次
ゴ
ル
フ
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
る
ゴ
ル
フ
場
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
つ
て
、
こ
こ
数
年
以
内
に
ゴ
ル
フ
場
は
全

国
二
千
カ
所
以
上
、
総
面
積
二
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
に
達
し
、
東
京
都
全
域
の
面
積
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
状
況
と

な
る
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
総
入
場
者
数
も
延
べ
七
千
七
百
万
人
に
達
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。 

最
近
の
ゴ
ル
フ
場
開
発
の
特
徴
は
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
伴
い
都
市
計
画
区
域
外
の
地
域
で
保
安
林
や
農
業
振
興

地
域
の
指
定
を
解
除
し
て
ま
で
山
間
部
に
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
開
発
は
、
①
水
源
涵
養
の

低
下
に
よ
る
湧
水
の
枯
渇
、
②
急
傾
斜
地
の
造
成
に
よ
る
災
害
の
危
険
性
、
⑧
農
薬
・
肥
料
の
過
剰
使
用
に
よ
る

飲
料
水
の
汚
染
等
、
周
辺
の
自
然
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。 

と
り
わ
け
、
農
薬
・
肥
料
の
過
剰
使
用
に
つ
い
て
は
、
ご
く
一
部
で
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
十

八
ホ
ー
ル
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
場
合
、
年
間
散
布
量
で
殺
菌
剤
（
五
～
六
種
類
）
一
、
四
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
除
草
剤 

 
ゴ
ル
フ
場
開
発
に
よ
る
農
薬
汚
染
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

そ
こ
で
、
千
葉
県
で
は
県
内
の
ゴ
ル
フ
場
に
対
し
て
「
ゴ
ル
フ
場
に
お
け
る
緑
地
保
全
等
の
実
態
調
査
」
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
つ
た
り
、
埼
玉
県
の
小
川
町
で
周
辺
住
民
と
ゴ
ル
フ
場
業
者
と
の
間
で
「
環
境
保
全
協
定
」
を
結
び
、

農
薬
使
用
状
況
の
公
開
、
水
質
等
の
定
期
的
検
査
、
汚
染
の
場
合
の
損
害
補
償
等
を
明
示
す
る
と
い
う
状
況
に
な

り
つ
つ
あ
る
。 

（
六
種
類
）
一
、
三
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
殺
虫
剤
（
二
種
類
）
八
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
化
学
肥
料
平
均
五
、
〇
〇
〇
キ

ロ
グ
ラ
ム
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
ゴ
ル
フ
場
で
め
ま
い
、
目
の
か
す
み
等

の
症
状
を
訴
え
る
ゴ
ル
フ
ァ
ー
や
従
業
員
が
増
え
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
ゴ
ル
フ
場
開
発
問
題
に
つ
い
て
政
府
は
、
各
都
道
府
県
の
不
十
分
な
「
ゴ
ル
フ
場
開
発
事
業
の
規
制

に
関
す
る
要
綱
」
等
に
ま
か
せ
つ
き
り
で
、
ゴ
ル
フ
場
は
農
薬
取
締
法
等
の
適
用
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
い
。
故

に
、
そ
の
使
用
農
薬
名
、
使
用
量
、
使
用
方
法
、
水
質
へ
の
影
響
等
の
全
容
を
明
ら
か
に
さ
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
伴
う
ゴ
ル
フ
場
建
設
促
進
の
た
め
の
農
地
転
用
の
規
制
緩
和
な
ど
を
押
し
進
め
て
、 

四 

 



 

日
本
共
産
党
は
、
従
来
か
ら
大
衆
的
な
各
種
の
公
共
的
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
を
国
に
強
く
要
求
す
る
と
と
も

に
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
、
従
業
員
の
健
康
と
周
辺
の
自
然
環
境
の
保
全
及
び
住
民
の
健
康
を
守
る
こ
と
を
強
く
主
張
し

て
き
た
。 

開
発
許
可
を
め
ぐ
る
贈
収
賄
事
件
や
周
辺
の
自
然
環
境
を
無
視
し
た
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
の
横
行
を
許
し
て
い
る
。
政

府
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。 

ゴ
ル
フ
場
開
発
に
よ
る
農
薬
汚
染
、
災
害
の
危
険
か
ら
国
民
の
生
命
と
自
然
の
環
境
を
守
る
た
め
の
対
策
は
、

緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

一 

農
薬
・
肥
料
の
過
剰
使
用
に
よ
る
飲
料
水
等
の
汚
染
に
つ
い
て 

1 

農
薬
・
肥
料
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
の
全
国
的
な
実
態
調
査 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

ゴ
ル
フ
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
農
薬
で
、
例
え
ば
発
癌
性
で
使
用
禁
止
に
な
つ
た
農
薬
と
同
じ
化
学
構
造 

五 

 



 

2 

グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
へ
の
技
術
指
導
の
強
化 

政
府
の
「
農
薬
危
害
防
止
運
動
実
施
要
綱
」
に
よ
る
農
薬
使
用
者
等
へ
の
講
習
会
の
よ
う
な
一
般
的
な
指
導

で
は
不
十
分
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
に
対
し
て
農
薬
安
全
使
用
基
準
に
従
つ
た
低
毒
性
、
低
残
留
性 

を
も
ち
、
魚
毒
性
が
強
い
Ｃ
類
で
残
留
性
も
高
い
殺
菌
剤
キ
ャ
プ
タ
ン
や
猛
毒
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
含
ん
で

い
る
と
い
わ
れ
る
除
草
剤

2
・
4
―
Ｄ
、
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
ル
フ
場
で
使
用
禁
止
に
な
つ
て
お
り
、
蒸
散
性
が

高
く
散
布
さ
れ
る
と
い
つ
ま
で
も
大
気
中
に
ガ
ス
化
し
て
環
境
汚
染
が
お
び
た
だ
し
い
殺
虫
剤
ダ
イ
ア
ジ
ノ

ン
な
ど
が
過
剰
に
使
用
さ
れ
れ
ば
、
周
辺
住
民
の
健
康
や
自
然
環
境
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
。 

ゴ
ル
フ
場
で
の
農
薬
の
使
用
状
況
が
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
つ
て
い
な
い
現
在
、
国
は
、
そ
の
使
用
す
る

農
薬
の
品
名
、
使
用
量
、
使
用
方
法
及
び
水
質
の
監
視
体
制
等
の
実
態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
ゴ
ル
フ
場

の
調
整
池
、
排
水
口
及
び
簡
易
水
道
等
の
取
水
口
で
の
農
薬
残
留
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
べ
き
で
は

な
い
か
。 

六 

 



 

3 

無
登
録
及
び
適
用
外
使
用
に
対
す
る
指
導
の
強
化 

そ
の
う
え
で
、
農
薬
残
留
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
検
出
量
の
高
い
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
は
、
農
薬
の
使
用

を
禁
止
す
る
等
の
措
置
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

の
農
薬
を
、
適
正
な
時
期
に
、
適
正
な
量
を
局
所
的
に
使
用
す
る
よ
う
技
術
指
導
を
強
化
し
、
周
辺
環
境
汚

染
に
及
ば
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

農
薬
取
締
法
に
お
い
て
は
、
無
登
録
及
び
適
用
外
の
使
用
は
で
き
な
い
の
に
、
実
際
に
は
芝
用
登
録
以
外

の
農
薬
が
多
種
多
量
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
マ
ス
類
の
水
生
菌
症
の
治
療
に
使
用
す
る
た
め
に
水

産
用
医
薬
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
マ
ラ
カ
イ
ト
グ
リ
ー
ン
が
ゴ
ル
フ
場
の
芝
生
の
染
色
に
使
用
さ
れ
て
い 

る
。
こ
の
マ
ラ
カ
イ
ト
グ
リ
ー
ン
は
、
奇
形
発
生
因
子
（
癌
原
性
）
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
ば

か
り
で
な
く
、
河
川
等
へ
の
薬
物
流
出
に
よ
つ
て
自
然
界
の
生
物
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
毒
性
の
強
い
マ
ラ
カ
イ
ト
グ
リ
ー
ン
の
使
用
は
、
水
産
用
の
場
合
に
は
排
水
処
理
装
置
で
場
外
に
流
れ 

七 

 



 

4 

水
質
・
大
気
・
環
境
汚
染
の
生
じ
な
い
農
薬
の
許
可 

る
こ
と
の
な
い
よ
う
措
置
さ
れ
て
い
る
が
、
ゴ
ル
フ
場
の
場
合
は
、
芝
生
の
染
色
で
あ
り
処
理
装
置
が
な
い

の
で
使
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

② 

水
質
汚
濁
性
農
薬
等
指
定
農
薬
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
農
薬
の
認
可
さ
れ
た
種
類
数
か
ら
考
え
れ
ば
全

く
不
要
な
製
剤
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
薬
剤
は
、
再
登
録
を
留
保
す
る
よ
う
メ
ー
カ
ー
を
指
導
す 

① 

非
農
耕
地
用
登
録
の
農
薬
に
お
い
て
は
、
総
量
規
制
及
び
安
全
使
用
基
準
を
明
示
す
べ
き
で
は
な
い 

か
。 

農
薬
取
締
法
は
、
農
作
物
を
中
心
と
し
た
法
と
は
い
え
、
ゴ
ル
フ
場
を
は
じ
め
公
園
、
運
動
場
、
道
路
、

鉄
道
線
路
等
ひ
ろ
く
非
農
耕
地
に
お
け
る
農
薬
の
使
用
に
つ
い
て
も
同
法
に
よ
つ
て
登
録
認
可
を
許
し
て
い

る
以
上
、
同
法
に
よ
つ
て
安
全
性
を
担
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

従
つ
て
国
は
、 

八 

 



 

二 

急
傾
斜
地
の
造
成
に
よ
る
災
害
の
危
険
性
に
つ
い
て 

1 

急
傾
斜
地
の
造
成
に
お
け
る
安
全
の
確
保 

5 

ゴ
ル
フ
場
開
発
地
域
に
簡
易
水
道
等
の
水
源
地
が
有
る
場
合
、
開
発
に
よ
つ
て
水
源
の
汚
濁
や
水
量
の
枯

渇
減
少
が
生
じ
る
。
こ
の
場
合
、
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
水
源
地
の
開
発
計
画
を
変
更
す
る
か
、
事
業
者

負
担
で
新
た
な
水
源
地
を
確
保
す
る
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。 

奈
良
県
山
添
村
の
山
間
部
に
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
開
発
は
、
そ
の
地
域
が
農
業
振
興
地
域

で
し
か
も
多
数
の
簡
易
水
道
の
取
水
を
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
水
源
の
汚
濁
や
水
量
の
枯
渇
減
少
を
生
じ

さ
せ
る
開
発
は
計
画
そ
の
も
の
の
凍
結
・
再
検
討
を
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

③ 
水
源
涵
養
地
及
び
簡
易
水
道
使
用
地
等
で
の
農
薬
の
使
用
は
、
水
質
を
汚
染
し
な
い
性
質
を
も
つ
た
薬

剤
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
許
可
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

べ
き
で
は
な
い
か
。 

九 

 



 

2 

造
成
工
事
中
の
水
質
汚
濁
防
止
の
強
化 

造
成
工
事
は
、
降
雨
量
に
よ
つ
て
工
事
を
停
止
し
、
と
り
わ
け
急
傾
斜
地
の
工
事
は
雨
期
を
避
け
て
工
事

す
る
必
要
が
あ
る
。
工
事
中
の
濁
水
は
、
沈
砂
池
や
調
整
池
で
対
処
す
る
と
し
て
い
る
が
、
集
中
豪
雨
等
で

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
河
川
を
汚
濁
し
、
ア
ユ
等
の
放
流
魚
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
こ
つ 

こ
れ
ら
の
災
害
の
危
険
性
を
な
く
す
た
め
に
は
、
急
傾
斜
地
、
山
崩
れ
、
地
滑
り
等
の
危
険
地
帯
で
の
開

発
は
認
め
な
い
と
い
う
指
導
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
切
土
、
盛
土
を
最
小
限
に
し
、
擁
壁
の
設
置
、

裸
地
期
間
の
短
縮
、
排
水
、
水
抜
き
対
策
等
の
安
全
上
必
要
な
措
置
が
十
分
図
ら
れ
る
よ
う
指
導
す
べ
き
で

は
な
い
か
。 

最
近
の
ゴ
ル
フ
場
開
発
は
、
急
傾
斜
地
の
山
林
に
造
成
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
昔
か
ら
の
地
滑
り
多
発
地

帯
等
に
大
規
模
な
切
取
、
盛
土
を
行
い
、
法
肩
の
不
安
定
状
態
や
斜
面
崩
壊
を
造
り
だ
し
、
周
辺
に
災
害
の

危
険
性
を
与
え
て
い
る
。 

一
〇 

 



 

 

一
一 

て
い
る
。
ま
た
、
地
下
水
脈
の
切
断
や
汚
濁
に
よ
つ
て
、
周
辺
住
民
の
井
戸
水
の
枯
渇
減
少
や
汚
濁
が
生
じ

て
い
る
。 

京
都
府
亀
岡
市
で
現
在
造
成
中
の
地
域
で
は
、
か
な
り
の
急
傾
斜
地
で
計
画
さ
れ
、
調
整
池
の
ほ
か
に
仮

設
の
沈
砂
池
を
二
重
、
三
重
に
設
け
て
も
河
川
の
汚
濁
が
ひ
ど
く
、
農
業
用
水
や
ア
ユ
等
に
影
響
を
与
え
る

と
と
も
に
、
周
辺
の
井
戸
水
の
汚
濁
も
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
周
辺
環
境
に
影
響
を
与
え
な
い
た
め
に 

 

は
、
当
面
汚
濁
防
止
膜
の
深
さ
及
び
設
置
範
囲
の
拡
大
等
の
措
置
が
必
要
で
あ
る
が
、
年
間
最
大
降
雨
量
や

流
域
面
積
当
た
り
の
流
量
、
と
り
わ
け
裸
地
期
間
と
傾
斜
度
及
び
保
水
力
を
加
味
し
、
な
お
か
つ
そ
の
容
量

は
、
洪
水
調
整
必
要
量
の
二
倍
程
度
の
調
整
池
や
沈
砂
池
の
設
置
を
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


